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　スキルミオンや非共面的（non-coplanar）磁気

秩序に由来する異常ホール効果（トポロジカル・

ホール効果）は、従来型の異常ホール効果とは異

なる性質を示すことから、近年世界中で盛んに研

究が行われています。この機構によるホール効果

は、パイロクロア酸化物やカイラル磁性体の異常

ホール効果に寄与していると考えられており、実

験的にも多くの研究があります。さらに、これら

の実験では磁気転移点近傍における異常ホール伝

導度の増大や符号反転 [1] など、熱揺らぎの効果

が寄与していると思われる振る舞いも知られてお

りました。一方で、これまでの理論研究は基底状

態など磁気秩序が十分に発達した系に対する研究

が多く、磁気モーメントの熱揺らぎが大きい場合

における異常ホール効果の理論的研究は限られて

いました。

　こうした磁気モーメントが熱的に揺らぐ系にお

ける異常ホール効果の振る舞いの理論的解析か

ら、最近、熱揺らぎに由来する skew 散乱が生じ

る こ と を 発 見 し ま し た [2]。 こ の skew 散 乱 に よ

る異常ホール効果はトポロジカル・ホール効果と

は異なる機構として理解できる為、転移点近傍に

おける異常ホール伝導度の符号反転 [2] や増大 [3]

を説明できる可能性があります。さらに、類似の

skew 散乱は磁気モーメントのベクトル・カイラ

リティに比例するホール効果を生じることも確認

しました [4]。この機構によるホール効果は、最近

SrCoO3 で観測された異常ホール効果のスケーリン

グ則を説明できます [5]。
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　揺らいだ磁気モーメントに由来する skew 散乱

は複数の散乱体を介した電子の多重散乱によるも

のであり、我々の理論研究は、こうした効果が磁

性体の輸送現象に重要な役割を果たす可能性を示

唆しています。また、ベクトル・カイラリティに

由来する skew 散乱の様に、類似の多重散乱が他

の微視的な機構によって生じる可能性があります。
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